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　この仕事に関わることになったルーツは、高瀬さ
んの出生にあります。高瀬さんは中国で生まれ、
1953年に両親と引き上げ船で帰国。戦後８年間も中
国に滞在した両親から「日本はこの戦争では加害者
としてたくさんの中国人を犠牲にしてきたのに、戦

いまも 心に響くいまも 心に響く

　名詩･名歌･名語録　名詩･名歌･名語録

　「最も苦しいことは何かと人に聞かれたら、人を分け隔てる心であると答えなさい」。差別
をすれば、人は労せず他の人よりも優れた存在だと感じることができます。つまり、人を蔑む
心には、傲慢や怠慢、無知、恐れが隠されているといえます。自分と真剣に向かい合う人間が
差別をすることはありません。良寛は諸国を廻り、難しい説法を民衆に対しては行わず、自
らの質素な生活を示すことや、簡単な言葉で一般庶民にわかりやすく仏法を説いたのです。良寛（江戸時代後半の曹洞宗の僧侶）

いかなる苦しきものと人問わば
人をへだつる心と答えよ

　本当の友情は簡単に手に入るものではありません。成長の遅い植物を育てるよう
に、ゆっくりと時間をかけてはぐくんでいかなければならないのです。つまり、真の
友情は育てるのに時間がかかるものですし、真の友情といえるようになるまでには、
いくつかの危機を乗り越えなくてならないのです。人の付き合いをないがしろにしな
かったワシントンらしい友情論です。

友情は成長の遅い植物である

ジョージ・ワシントン（アメリカ合衆国初代大統領）

「ユナイテッド「ユナイテッド～ミュンヘンの悲劇～ミュンヘンの悲劇」」

全長280メートルの
大吊り橋

「中国は私の第二のふるさと」
二度と戦争は繰り返さない

「10月11日から16日に
梅田の芝田町画廊で中

国

引き揚げをテーマにし
た戦争漫画展を開催し

ま

す。ぜひお立ち寄りく
ださい」と語る高瀬さ

ん
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交野市

「星のブランコ」

存在で第二の故郷のように感じる」といいます。日
中友好協会には28歳で入会。旅行会社に20年勤めた
後、仕事として関わって12年がたちました。
　協会は国交がなかった1950年から、中国に取り残
された在留邦人の帰国促進や、強制連行されて死亡
した中国人の遺骨送還などの活動を行なってきまし
た。現在は「文化交流」（中国語、太極拳などの講座に
500人以上が参加）と、「平和」を柱に７月から９月を
「不再戦平和月間」として、「平和のための戦争展」
を開催。「これからも続けていくことを大事にして
いきたい」と思いを語る高瀬さんです。

後も私たち日本人に親切にしてくれたことを感謝し
ている」と聞き、高瀬さんにとって中国は「身近な
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高瀬　龍二さん ⎛日本中国友好協会 　　⎞
⎝大阪府連合会・事務局長⎠

「星のブランコ」のある「ほしだ
園地」へは京阪私市駅から、軽い
ハイキングコースがある。天野川
に沿って国道168号線に並行し
て、快適な遊歩道がほしだ園地ま
で続いている。2.5キロ、約１時
間。ほしだ園地には休憩所、売店
もある。ただし、風の強い日など
は交通制限があるので要注意。

「星のブランコ」への道案内


